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続
発
す
る
災
害

　
今
年
の
夏
は
、
6
月
18
日
に
起
き
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
M
６
・
１
）
の
大
阪
府
北

部
の
地
震
に
始
ま
り
、
7
月
の
七
夕
前
後

の
西
日
本
豪
雨
、
7
月
末
に
逆
走
し
た
台

風
12
号
、
7
月
～
8
月
の
記
録
的
な
猛
暑
、

9
月
4
日
に
上
陸
し
高
潮
と
猛
烈
な
風
を

も
た
ら
し
た
台
風
21
号
、
6
日
に
震
度
7

の
揺
れ
が
襲
っ
た
M
６
・
７
の
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
と
、
大
き
な
自
然
災
害
が
続

発
し
て
い
る
。

　
諦
め
る
し
か
な
い
災
害

　
地
球
が
で
き
て
46
億
年
が
経
つ
。
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
は
東
ア
フ
リ
カ
で
20
万
年
前

に
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
る
。
人
類
は
、
地

球
の
歴
史
の
2
万
分
の
１
し
か
生
き
て
い

な
い
。
文
書
が
残
る
日
本
の
歴
史
は
、
そ

の
１
０
０
分
の
１
で
あ
る
。
そ
ん
な
私
た

ち
の
近
年
の
振
る
舞
い
は
、
地
球
に
対
し

て
余
り
に
無
礼
で
あ
る
。
現
代
人
は
地
球

の
歴
史
の
1
億
分
の
1
と
い
う
瞬
間
に
、

地
球
に
多
く
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し

ま
っ
た
。

　
地
球
は
、
火
山
活
動
や
全
球
凍
結
に

よ
っ
て
生
命
の
大
絶
滅
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
、
超
大
陸

が
で
き
た
り
、
分
裂
し
て
き
た
こ
と
が
主

な
原
因
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
超
大
陸
パ

寄稿
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ン
ゲ
ア
が
分
裂
し
た
2
億
5
０
０
０
万
年

前
、
隕
石
が
衝
突
し
た
６
５
０
０
万
年
前

に
生
物
が
大
絶
滅
し
た
。
い
ず
れ
も
、
地

球
規
模
の
大
事
件
で
あ
る
。

　
も
う
少
し
小
さ
な
事
件
に
、
破
局
噴
火

が
あ
る
。
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
の
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
の
半
分
を
火
山
灰
で
覆
う
よ
う

な
噴
火
が
あ
れ
ば
全
地
球
的
に
甚
大
な
気

候
変
動
と
な
る
。
60
万
年
程
度
の
間
隔
で

噴
火
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
す
で
に
前
回

か
ら
60
万
年
が
経
過
し
た
と
言
わ
れ
る
。

規
模
は
小
さ
い
が
、
日
本
で
も
、
1
万
年

に
1
回
く
ら
い
破
局
的
噴
火
が
発
生
し
て

き
た
。
７
３
０
０
年
前
に
は
九
州
の
鬼
界

カ
ル
デ
ラ
で
の
噴
火
で
、
西
日
本
の
縄
文

諦
め
る
災
害
と

乗
り
越
え
る

災
害
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日
本
大
震
災
が
考
え
ら
れ
る
。
９
０
０
年

頃
、
１
５
０
０
年
頃
、
１
７
０
０
年
頃
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
関
係
す
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
、
富
士
山
の
噴
火
、
相
模

ト
ラ
フ
地
震
の
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。

　
１
９
２
３
年
大
正
関
東
地
震
で
は
、
東

京
で
7
万
人
が
、
神
奈
川
で
3
万
人
が

犠
牲
に
な
り
、
当
時
の
国
家
予
算
の
3
倍

の
経
済
被
害
を
出
し
た
。
さ
ら
に
地
震
が

続
発
す
る
中
、
25
年
に
治
安
維
持
法
制

定
、
27
年
昭
和
金
融
恐
慌
、
29
年
世
界
恐

慌
、
31
年
満
州
事
変
、
32
年
五
・
一
五
事

件
、
33
年
国
際
連
盟
脱
退
、
36
年
二
・
二
六

事
件
、
37
年
日
中
戦
争
を
経
て
、
41
年
太

平
洋
戦
争
に
突
入
し
３
１
０
万
人
が
命
を

落
と
し
た
。
関
東
地
震
が
戦
争
の
遠
因
と

言
え
、
東
京
の
ま
ち
の
下
町
へ
の
拡
大
が

甚
大
な
被
害
の
原
因
で
あ
る
。
軟
弱
地
盤

上
の
下
町
の
密
集
家
屋
が
強
い
揺
れ
で
壊

れ
、
出
火
・
延
焼
し
下
町
で
６
万
人
が
、

山
手
で
1
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
一

方
、
山
手
で
の
家
屋
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者

は
１
５
０
０
人
、
元
禄
関
東
地
震
の
江
戸

で
の
死
者
３
４
０
人
と
大
き
く
変
わ
ら
な

い
。

　
44
年
東
南
海
地
震
で
は
、
名
古
屋
に
集

中
立
地
し
て
い
た
飛
行
機
工
場
な
ど
の

軍
事
工
場
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
直
後

の
空
襲
、
三
河
地
震
に
よ
っ
て
、
戦
争
の

継
続
が
困
難
に
な
っ
た
。
情
報
統
制
で
多

年
前
後
に
噴
火
し
、
さ
ら
に
２
０
０
年
弱

の
静
穏
を
挟
ん
で
１
７
０
７
年
に
宝
永
噴

火
し
た
。
貞
観
噴
火
の
後
に
は
、
東
日
本

大
震
災
に
類
似
す
る
８
６
９
年
貞
観
地

震
、
関
東
地
震
と
疑
わ
れ
る
８
７
８
年
元

慶
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
８
８
７
年

仁
和
地
震
が
発
生
し
た
。
宝
永
噴
火
の
直

前
に
は
１
７
０
３
年
元
禄
関
東
地
震
が
、

１
７
０
７
年
に
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
宝
永

地
震
が
発
生
し
た
。
前
回
の
噴
火
か
ら
す

で
に
３
１
１
年
が
経
ち
、
首
都
圏
の
人
口

集
中
が
気
掛
か
り
で
あ
る
。
偏
西
風
に
よ

り
火
山
灰
が
堆
積
す
れ
ば
、
停
電
を
引
き

起
こ
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
交
通
網
が
長
期

間
途
絶
す
る
。
全
道
停
電
し
た
北
海
道
の

様
相
が
拡
大
・
長
期
化
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
候
補
に
は
、

６
８
４
年
白
鳳
地
震
、
８
８
７
年
仁
和
地

震
、
１
０
９
６
年
永
長
地
震
・
１
０
９
９

年
康
和
地
震
、
１
３
６
１
年
正
平
（
康
安
）

地
震
、
１
４
９
８
年
明
応
地
震
、
１
６
０
５

年
慶
長
地
震
、
１
７
０
７
年
宝
永
地
震
、

１
８
５
４
年
安
政
地
震
、
１
９
４
４
／

１
９
４
６
年
昭
和
地
震
が
あ
る
。
相
模
ト

ラ
フ
地
震
の
候
補
は
、
１
２
９
３
年
永

仁
地
震
、
１
４
９
５
年
明
応
関
東
地
震
、

１
７
０
３
年
元
禄
地
震
、
１
９
２
３
年
大

正
地
震
で
あ
る
。
日
本
海
溝
沿
い
の
超
巨

大
地
震
と
し
て
は
、
８
６
９
年
貞
観
地
震
、

１
４
５
４
年
享
徳
地
震
、
２
０
１
１
年
東

文
化
が
途
絶
え
た
と
言
わ
れ
る
。
世
界
遺

産
候
補
に
な
っ
た
縄
文
文
化
が
北
海
道
・

東
北
に
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
古
事
記
の

国
生
み
伝
説
、
天
岩
戸
伝
説
、
天
孫
降
臨

伝
説
も
火
山
噴
火
と
の
関
わ
り
が
感
じ
ら

れ
る
。
破
局
噴
火
の
後
は
、
摩
周
湖
、
阿
寒

湖
、
洞
爺
湖
、
十
和
田
湖
、
芦
ノ
湖
な
ど
、

観
光
地
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
は
、
発
生
間
隔
が
長
く
、

人
間
の
力
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
た

め
、
諦
め
る
し
か
な
い
。
一
人
で
も
良
い

か
ら
、
地
球
を
脱
出
し
た
り
、
地
中
や
海

中
に
退
避
す
る
こ
と
で
生
き
残
り
、
人
間

と
い
う
種
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
諦
め
き
れ
な
い
繰
り
返
す
災
害

　
人
間
の
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
繰
り
返
し
発

生
し
て
い
る
災
害
は
、
諦
め
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
種
の
存
続
の
た
め
災
害
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
０
０
年

オ
ー
ダ
ー
で
繰
り
返
し
発
生
す
る
災
害
に

は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
、
相
模
ト
ラ
フ
沿

い
、
日
本
海
溝
沿
い
な
ど
の
巨
大
地
震
、

富
士
山
噴
火
、
伊
勢
湾
台
風
な
ど
の
大
型

台
風
な
ど
が
あ
る
。

　
富
士
山
は
、
８
６
４
年
貞
観
噴
火
を

挟
む
二
百
数
十
年
間
は
数
十
年
間
隔
で

噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
約

３
５
０
年
間
の
静
穏
を
挟
み
、
１
５
０
０
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（
臨
時
）」
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

観
測
網
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、
異
常
な
現

象
は
検
知
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
見
解
が
報
道
さ
れ
、
社
会
の
混
乱

も
心
配
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
状
の
科
学

の
力
で
は
、
い
つ
地
震
が
発
生
す
る
か
は

言
え
ず
、
大
地
震
が
起
き
な
い
こ
と
も
十

分
に
あ
り
得
る
。

　
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
に
な
る

１
０
０
年
に
一
度
の
巨
大
地
震
で
あ
る
。

「
空
振
り
を
覚
悟
で
見
逃
し
を
避
け
る
」
態

度
し
か
な
い
。
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
し
つ
つ
、
社
会
活
動
を
維
持
す
る
方
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
起

こ
り
得
る
事
態
を
で
き
る
限
り
想
定
し
、

基
本
的
な
対
応
方
針
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
。
対
応
の
仕
方
は
、
切
迫
度
や
社
会
状

況
、
地
域
に
よ
る
災
害
危
険
度
、
個
人
に

よ
る
行
動
の
困
難
度
、
組
織
に
よ
る
社
会

　
公
頼
み
の
予
知
を
脱
し

　
事
前
防
災
の
国
民
運
動
へ

　
今
、
最
も
切
迫
す
る
巨
大
地
震
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
る
。
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部
は
今
後
30
年
間
の
地
震
発

生
確
率
を
70
％
～
80
％
と
評
価
し
、
中

央
防
災
会
議
は
最
悪
の
被
害
と
し
て
、

死
者
32
万
3
０
０
０
人
、
全
壊
家
屋
約

２
４
０
万
棟
と
予
測
、
土
木
学
会
は
20
年

間
の
経
済
損
失
額
を
１
４
１
０
兆
円
と
試

算
し
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
出
せ
ば
、

日
本
は
確
実
に
衰
退
す
る
。

　
国
は
昨
年
秋
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
「
確

度
の
高
い
地
震
の
予
想
は
困
難
」
と
し
、

地
震
の
直
前
予
知
を
事
実
上
断
念
し
た
。

昨
年
11
月
か
ら
は
、
気
象
庁
が
南
海
ト
ラ

フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
を
観
測
し
た
場
合

に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報

く
の
国
民
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

戦
争
終
結
を
早
め
た
と
言
わ
れ
る
。
同
じ

場
所
は
、
15
年
後
の
59
年
に
伊
勢
湾
台
風

の
高
潮
・
堤
防
決
壊
に
よ
っ
て
水
没
し
、

５
０
０
０
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　
富
士
山
の
宝
永
噴
火
は
首
都
一
極
集
中

の
解
消
を
、
関
東
地
震
は
東
京
下
町
か
ら

の
撤
退
を
、
東
南
海
地
震
と
伊
勢
湾
台
風

は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
か
ら
の
撤
退

を
す
れ
ば
、
被
害
を
激
減
で
き
る
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
の
決
断
次
第
で
あ
る
。
今
夏

に
経
験
し
た
大
阪
府
北
部
の
地
震
は
軟
弱

地
盤
上
に
家
屋
が
密
集
す
る
大
都
市
の
弱

さ
を
、
西
日
本
豪
雨
は
水
害
・
土
砂
災
害

危
険
度
の
高
い
住
宅
地
回
避
を
、
台
風
21

号
は
湾
岸
低
地
の
災
害
脆
弱
性
を
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
は
効
率
重
視
の
電
力
供

給
の
課
題
を
突
き
付
け
た
。
過
去
の
災
害

教
訓
と
重
な
る
。

的
影
響
度
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
。
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

機
関
や
施
設
は
可
能
な
限
り
継
続
が
必
要

で
あ
る
。
海
外
へ
の
冷
静
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
重
要
で
あ
る
。
万
一
、
タ
ン
カ
ー
が
長

期
間
入
港
し
な
け
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
る
。
個
人
、
家
庭
、
地
域
、
組
織
な

ど
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
考
え
、
地
域

ご
と
に
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が

な
る
。
正
解
の
な
い
難
し
い
問
題
だ
が
社

会
の
英
知
を
結
集
し
て
よ
り
良
い
答
え
を

見
つ
け
る
し
か
な
い
。

　
全
て
の
基
本
は
、
日
頃
の
備
え
に
あ
る
。

全
て
の
国
民
が
家
屋
を
耐
震
化
と
家
具
固

定
を
し
、
速
や
か
に
津
波
避
難
す
れ
ば
、

死
者
は
5
分
の
1
に
な
る
。
総
力
で
被
害

を
減
ら
し
、
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る

人
に
代
わ
る
た
め
、「
災
害
被
害
軽
減
の
た

め
の
国
民
運
動
」
を
広
げ
た
い
。


